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  ロータリー財団月間 

【第 2691 回例会】55 周年最終打ち合わせ 

 

 

[点鐘] 

[ロータリーソング]我等の生業 

[米山奨学生へ奨学金授与]会長より陳麗様へ 

 

 

先般 17 日日曜午後より 2 泊 3日の日程で福岡へ行

ってまいりました。三男も、来年 1 月 19 日、福岡市

立少年科学文化センター大ホールにて行われる公演

リハーサルの為、東京より参じており、納涼家族会の

抽選会で当たった「ホテルオークラ」宿泊券をありが

たく使わせていただき、1 泊させていただきました。 

翌日は、その公演会で共演する能楽師鷹尾維教（タ

カオユキノリ）さんのご紹介で、作品に所縁のある漁

港「鐘崎ノ岬」へ赴き、地元の産土様である「織機（オ

リハタ）神社」へ参拝してきました。 

「ちはやふる 金の岬をすぎぬとも われは忘れ

じ 志賀乃すめ神」と万葉集でも詠まれておりますが、

この地域には古くより「海底に沈む鐘」と云う伝説が

あるそうです。400 年程昔、僧侶を筆頭に地元民が海

に沈んだ鐘を引き上げたところ、実はそれは大きな岩

であり、これが「鐘崎」の名前の由来となったそうで

す。 

また、海女さん発祥の地であることが石碑にしたた

められており、思いがけず古い歴史を学ぶひと時を過

ごしました。 

 

さて、いよいよ 55 周年式典まで 10 日余りとなり

ました。14 日、高雄東 RC 李会長・林幹事・苑国際

委員長の連名で問い合わせの連絡があり、昨日事務局

よりスケジュールを送信、ご案内申し上げました。ま

た 18 日、会長・萩原国際委員長・今村実行委員長宛

で、陳敦化会員よりプライベートレターが届きました。 

陳さんは、78 歳とご高齢ですが、流ちょうな日本

語で手紙を書き、お話もなさるご長老であられます。

高雄東のメンバー代表として来たるべき式典に出席

の予定でしたが、9 月初旬より体調を崩され検査入院。

今回は治療に専念されるとの事。 

偉大な大先輩であられた故下竹原弘志会員のご冥

福お祈りすべく、「式典開始時刻、私は台湾の家から、

九州は鹿児島に向かってお祈り致します」との内容で

した。 

下竹原先生が私たちによく話された言葉「只今、高

雄東 RC の皆様にお会い出来たのも、ご交流のチャン

スを下さったのも、すべて鹿児島南 RC の諸先輩方の

努力のお蔭です」と、明確にお教え下さいました。 

そしてどうぞ皆様に宜しくお伝えください、と記さ

れており翻訳してご報告致します。 

 

この後、福田会員を中心に 55 周年の打ち合わせも

あります。「互いに助け合い、支えあおう」。会員の力

を結集し、是非とも式典を成功させましょう。 

 

 

  

①本日、後ほど説明がありますが、55 周年祝賀会の記

念イベントのリハーサルを、11 月 26 日(火)19：00 よ

りエトワールで行いますので、お集まりください。ま

た、案内を出します。 

 

 

 

○宮田一男君 いよいよ祝式典まで 10 日となりまし

た。「たがいに助け合い支え合おう」会員の力を結集

し成功させましょう。 
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